








要約:南九州の妊婦12766名を対象にHTLV-Ⅰ抗体保有の実態を調査した.確認検査でHTLV-

Ⅰ陽性と確認された妊婦は 700 名(5.5%)であった.HTLV-Ⅰ陽性妊婦より出生した児 570 名

(母乳哺育;104,人工乳哺育;466)のうち 1年以上経過観察し得たものは177 名であった.う

ち抗体陽性が確認できた児は人工哺育で 9 名/151 名中(6.0%),母乳哺育で 2 名/26 名中

(7.6%)であった.母乳摂取期間別では6ヵ月以下の母乳哺育で1名/23名中(4.3%),7ヵ月以

上の母乳哺育で1名/3名中(33.3%)であった.母乳哺育とHTLV-Ⅰ感染の実態を知るために,

児の同胞(年長児 2～25 才)203 名の HTLV-1 抗体陽性率と母乳摂取期間との関係をみた.6

ヵ月以下の母乳摂取期間の児では 3名/67 名中(4.5%)が抗体陽性であり,7 ヵ月以上の母乳

摂取児では 19 名/136 名中(14.0%)が抗体陽性であった.両群での陽性率には有意差

(p=0.02)が認められた.母乳摂取期間に関し抗体陽性率が高くなる時期は母親由来の移行

抗体が消失する時期とほぼ一致し,短期母乳摂取児は母親の移行抗体により HTLV-Ⅰ母子

感染が阻止される可能性が示唆された.以上より,移行抗体が消失する前に母乳哺育を中止

する短期母乳哺育は経母乳 HTLV-Ⅰ母子感染のリスクを減らす可能性が示唆された. 


